
１次式の項と係数 

・式 4𝑥 − 5 は、 4𝑥 + (                ) という加法の式になおすことができる。 

 このとき、加法の記号＋で結ばれた 4𝑥 、−5 を、式 4𝑥 − 5 の    という。      4  𝑥  +  (  −5  ) 

 また、 4𝑥 という項で、数の部分 4 を、 𝑥 の     という。 

 

例１．次の１次式について、各問いに答えよ。 

(1)  −𝑦 における 𝑦 の係数はいくらか。      (2)  
𝑎

３
 における 𝑎 の係数はいくらか。 

 

・ 4𝑥 、 −𝑦 、 
𝑎

３
 のように、０でない数と１つの文字の積で表される項を         という。 

・ 4𝑥 − 5 = 4𝑥 + (−5) のように、１次の項と数の和で表すことができる式や、 −𝑦 、 
𝑎

３
 のように１次の項だ

けの式を、              という。 

・ 4𝑥 − 5 の −5 のように、数だけの項を        という。 

 

例２．分配法則 𝑎𝑥 + 𝑏𝑥 = (𝑎 + 𝑏)𝑥 を使って、次の式の項をまとめよ。 

(1)  2𝑎 + 3𝑎                                      (2)  10𝑥 − 3𝑥              

 

(3)  𝑦 − 4𝑦                                       (4)  −5𝑥 + 𝑥 

 

例３．次の式の項をまとめよ。 

      8𝑥 + 7 − 6𝑥 − 2 = 8𝑥 −                𝑥 +              −2 

           = (               −                )𝑥 + (               −                ) 

                      =                 𝑥 +                  

演習．次の式の項をまとめよ。 

(1)  2𝑥 − 5 + 4𝑥                                   (2)  8 − 3𝑎 − 6              

 

(3)  5𝑥 + 7 − 3𝑥 − 1                               (4)  −2𝑦 + 5 − 2𝑦 − 8 

 



１次式の加法と減法 

例１．    (4𝑥 + 2) + (3𝑥 − 5) = 4𝑥 + 2 + 3𝑥 − 5 

              = (                +                )𝑥 + (               −                )      

                           = 

 

演習．次の計算をせよ。 

(1) (3𝑎 + 2) + (2𝑎 + 5)                               (2) (5𝑥 + 1) + (𝑥 + 3) 

 

(3) (2𝑥 − 3) + (𝑥 − 2)                                (4) (4𝑚 − 6) + (−2𝑚 + 6) 

 

Q．ａ円と 200円のパンを１つずつ買って、1000円札を出したときのおつりを表している式を、次の○ア～○エ  

 の中からすべて選べ。 

  ○ア  １０００－（ａ＋２００） 

  ○イ  １０００－ａ＋２００ 

  ○ウ  １０００＋ａ－２００ 

  ○エ  １０００－ａ－２００ 

例２．次の計算をせよ。 

(1)  (5𝑥 + 3) − (2𝑥 − 6)                              (2)  (2𝑥 − 1) − (−7𝑥 + 5) 

    = 5𝑥 + 3            2𝑥              6                               = 2𝑥 − 1             7𝑥             5 

 = 5𝑥            2𝑥 + 3             6                              = 2𝑥            7𝑥 − 1             5 

   =                                                   = 

 

問２．次の計算をせよ。 

(1)  (5𝑥 + 7) − (3𝑥 + 6)                              (2)  (3𝑦 + 4) − (𝑦 + 1) 

 

(3)  2𝑎 − (3𝑎 + 2)                                   (4)  (6𝑛 + 2) − (−𝑛 + 2) 

 

 



１次式と数の乗法 

例１．乗法の交換法則や結合法則を使って、次の計算をせよ。 

(1) 6𝑥 × 5                       (2) 2𝑎 × (−4)                      (3) 7 × (−3𝑦) 

 

(4) (−2) × (−8𝑥)                 (5) 4𝑏 ×
１

２
                         (6) (−0.5) × 7𝑎 

 

例２．分配法則を使って、次の計算をせよ。 

(1)  4(3𝑥 − 2) =              (2)  (2𝑎 + 1) × (−3) =  

 

(3) (1 + 3𝑥) × 5              (4) (8 − 𝑎) × (−2)             

 

例３． (1)  −(5𝑥 + 4) = (               ) × (5𝑥 + 4) 

                     = (               ) × 5𝑥 + (               ) × 4 = 

      

        (2) −(4𝑥 − 7)                                   (3) −(−𝑦 − 1) 

 

例４． (1)        
３𝑥+２

２
× 6 =

(３𝑥+２) × ６

２
 

                       = (3𝑥 + 2) × 

                       = 

 

      (2) 20 ×
４𝑦−３

５
                  (3) (−16) ×

３𝑎+１

４
                (4) 

３𝑥−７

２
× (−4) 

 

 

例５．(1)     2(3𝑥 + 5) − 4(𝑥 − 2) =                 (2) 3(−2𝑥 + 1) − 2(𝑥 − 1) 

 

(3) 
１

２
(4𝑥 − 6) + 2(𝑥 + 3)                            (4) −

１

２
(8𝑦 + 2) −

１

５
(10𝑦 − 5) 

 



１次式を数でわる計算 

例１．   6𝑥 ÷ 3 = 6𝑥 × 

                  = 

・ 6𝑥 ÷ 3 のような 1 次式を数でわる計算は、6𝑥 ×    のように、わる数の     をかける乗法に 

 なおして計算する。 

 

例２．    (4𝑥 − 6) ÷ 2 = (4𝑥 − 6) ×                         (4𝑥 − 6) ÷ 2 =
４𝑥ー６

        
 

             = 4𝑥 ×              −6 ×                               =
４𝑥

    
−

６

    
 

                         =                                              = 

 

演習．次の計算をせよ。 

(1) (8𝑎 + 4) ÷ 2                 (2) (15𝑦 − 3) ÷ (−3)               (3) (−2𝑏 + 1) ÷
１

４
 

 

 

 

(4) (𝑦 + 5) ÷ (−
１

３
)              (5) 

６𝑥+１２

６
                        (6) 

−８𝑎−６

２
 

 

 

 

やってみよう． 右の答案は、 (9𝑎 − 6) ÷ 3  を計算したものであるが、     (9𝑎 − 6) ÷ 3 

まちがっている。まちがっているところを見つけよ。      =
９𝑎−６

３
 

また、正しい計算をせよ。                  = 3𝑎 − 6 
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